










は私と私の環境である（yo soy yo y mi circunstancia）」（3）という命題でスペイン
内外の読者に衝撃を与えた『ドン・キホーテに関する省察（Meditaciones del 
Quijote）』（1914 年）であり，更にその九年後に，パースペクティヴは実在の










 　 �エピローグにかえて� 
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たブレンターノ宛フッサール書簡の一節，即ち「…. 私はもう 45 才です。私は
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まだ惨めな初心者（ein armseliger Anfänger）です …. 私に何が望まれるでしょ
うか .…」（8）という碩師の心境，或いは「… 私は世間と州政府に一生懸命注目







＝社会学（Unthinking Sochial Science）』の中で採る "unthinking" という思惟方
法（10）を念頭におくとともに，更に，F.ベーコンにみる四種のイドラのうち，種



























　それらの想念とは，第 1「森（El Bosque）」，第 2「深さと表面（Profundidad 
y superficie），第 3「小川とよしきり（Arroyos y oropéndolas）」，第 4「背景の
世界（Trasmundos）」，第 5「王制復古期と博識（Restauración y erudición）」，
第 6「地中海文化（Cultura  mediterránea）」，第 7「ある大尉がゲーテに述べた
言葉（Lo que dijo a Goethe un capitán）」，第 8「豹，或いは感覚主義について（La 
pantera o del sensualismo）」，第 9「ものとその意味（Las cosas y su sentido）」，
第 10「概念（El concepto）」，第 11「文化－安定性（Cultuta. － Seguridad）」，
第 12「命令としての光（La luz como imperativo）」，第 13「統合（Integración）」，
第 14「比喩（Parábola）」，第 15「愛国心としての批評（La 茂る小さな林の




に成るのか（?Con cuántos árboles se hace una selva?） ….」（3）と自問し，「木々が
































































































的作品（el libro-escorzo por excelencia）であると踏まえた上で，思索を開始し
ている（15）。
　オルテガによれば，スペインの歴史上で，この著書が持つ深さを認めようと












































































　第 8 の試論に移ろう。それは『豹，或いは感覚主義について（La pantera o 



































































































































































































































































































































































































































































却を   「知的愛」をもって目論むという「読者よ …」でのオルテガの熱情が踏
襲された内容になっている。それどころか，寧ろ，大まかで漠然とした「読者


















José Ortega y Gasset, Obras Completas I-XII., Alianza Editorial, Revista de 
Occidente, Madrid, 1983（ 以 後 O.C. と 略 記 す る ）. Ortega y Gasset, Obras de 
José Ortega y Gasset, 1-32., Colección editada por Paulino Garagorri, Revista de 
Occidente en Alianza Editorial, 2003（以後 Colección と略記する）. José Ortega 
y Gasset, Obras Completas, I-X, Santillana Editiones Generales, S. L. y Fundación 
Jóse Ortega y Gasset, Juan Pablo Fusi Aizpurúa,Taurus, 2005. （以後 Taurus と略
記する）を用いた。O. C., Colección, Taurus といった諸版の使用は本研究ノー
トに必要なオルテガ文献の入手状況の為である。また読解の為に Ortega y 
Gasset, Meditation on Quixote; Marías, Prologue for American Readers, Translated 
by Evelyn Rugg and Diego Marín, W. W. Norton & Company, New York, 1960（以後，
Noton と略記する）. や『オルテガ著作集』，白水社，1977 年（以後，白水社と
略記する）を参考文献とした。





　（ 1 ）　 拙著『スピノザ研究の覚え書き（1）』，国士舘大学政治研究，国士舘大学政経
学部付属研究所，平成 22 年。
　（ 2 ）　 特に，主要なオルテガ著作集（オルテガ生誕記念全集 12 巻）の成立事情につ
いては，「覚え書き（1）」168 ページ，注Ⅰ，（16）182-183 ページを参照せよ。
　（ 3 ）　Colección 17, p. 25.
　（ 4 ）　Colección 16, p. 147.
　（ 5 ）　Colección 16, p. 73.
　（ 6 ）　前掲『覚え書き（1）』167-168 ページ。






　（ 8 ）　 Edmund Husserl, Briefwechsel, Band X., Kluwer Academic Publishers, Dordrecht, 
1994., Husserl an Brentano II, 15. X, 1940., S.20.
　（ 9 ）　 Ib. Husserl an Brentano, 3. 1. 1905., S. 25-26.
　（10）　 ”Rethinking” ではなく ”Unthinking” という語彙を用いながら，研究者自身がこ
れまで積み立て上げてきた見解や，先駆者が推考してきた研究結果を振り解く
行為を絶えず繰り返す必要性を説いている。前掲『覚え書き（1）』，170, 171, 
179, 184. ペ ー ジ。Immanuel Wallerstein, Unthinking Social Science, Polity Press, 
1995, pp. 1-4.
　（11）　 前掲『覚え書き（1）』169, 180, 183. ページ。The Works of Francis Bacon, Novum 
Organum, Stuttgart-Band, 1963, pp 163-165.




　（ 1 ）　 Colección 17, pp. 33-34. p. 76.『覚え書き（1）』178 ページ。 
　（ 2 ）　 Colección 17, pp. 34-35.
　（ 3 ）　 Colección 17, p. 34.
　（ 4 ）　 Colección 17, pp. 36-38. 但し，第三番目の省察（Colección 17, p 40.）を含む。
　（ 5 ）　 Colección 17, p. 36.
　（ 6 ）　 この日本語訳は，白水社に倣った。52 ページ。
　（ 7 ）　 Colección 17, p. 40.
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　（ 8 ）　 我々の視力が突き通るほどの薄い層を獲得できたとしても，そのときは最早
我々には深層的なものも表面も見えず，ただ無が見えるだけである。Colección 
17, p. 37.
　（ 9 ）　 Colección 17, p. 38.
　（10）　 Colección 17, pp. 38-40. なお，よしきり（oropéndoras）は，スズメ・ウグイス科





行しなければならない。Colección 17, p. 40.
　（12）　 Colección 17, pp. 41-42.
　（13）　 プラトンでいうイデアに相当する観察といってよい。オルテガのいう第三次元
は正にこのイデアに他ならない。Colección17, p. 42.
　（14）　 この箇所以外は ”escorzo” ではなく ”perspectiva” という語彙を用いている。
　（15）　 Colección 17, pp. 43-46.
　（16）　 Antonio Cánovas del Castillo1828-97 は，政治家兼文筆 家 で，1874 年 の 第二次
王政復古（アルフォンソ 12 世）の立役者と見られる。1897 年アナーキストに
暗殺される。彼については，Jose Luis Comellas, Canovas del Castillo, Barcelona, 
1997. を参考にせよ。
　（17）　 Colección 17, pp. 46-51.
　（18）　 第 9 想念では，省察はエロスの行為であり，概念とは，愛の儀礼方式である
としている。即ち，”Platón ve en el eros un ímpetu que lleva a enlazar las cosas 
entre sí;es -dice-una fuerza unitiva y es la pasión de la síntesis. Por esto, en su 
opinión, la filosofía, que busca el sentido de las cosas, va inducida por el eros. La 
meditación  es ejercicio erótico, El concepto, rito amoroso.” と述べているのである
（p. 60.）。
　（19）　 Menéndez Pelayo （1856-1912）は，スペインの歴史家で，マドリード大教授であっ
た。代表作として，『スペインの科学』（1876），『スペインの異端史』（1880-82），
『スペインの美的観念の歴史』（1883-84），『小説の起源』（1905-10）等がある。
Bibliografía de D. Marcelio Menéndez y Pelayo, por A. Bonilla y San Martin, Libreria 
de Juan Roldan, Buenos Aires, 1911. Edición Nacional de las Obras Completas de 
Menéndez Pelayo, 1940-.
　（20）　 オルテガは，ここに Houston Chamberlain（1855-1927）見解に触れながら，我々
の血管には悲劇的な生理学的矛盾が流れている，カオス的人種といった表現を
している（遺憾ながら，彼の作品を手に出来ず，孫引きして示す）。Colección 17, p. 
52.
　（21）　 Colección 17, pp. 51-53.




　（23）　 Colección 17, pp. 54-57.
　（24）　 Franz Wickhoff, Werke, Ⅲ, S. 52-53 を参照している。Colección 17, p. 54.
　（25）　 ここでは Goethe, Verdad y Poesia, VI. や Cicero, De paradoxa. を提示しながら論
述している。Colección 17,  p. 56.
　（26）　 スピノザでいう世界全体の表面（facies totius mundi）. 深さの次元即ち過去と空
間の深さ即ち遠方について思索している。
　（27）　 Colección 17, pp. 58-61.
　（28）　 Colección 17, pp. 61-63.
　（29）　 この箇所に，突如，理性という言葉が何の断りもなしに登場し，「概念＝理性
認識」といった視点で論理を展開している。この点については，理性について
詳述している『現代の課題（El tema de nuestro tiempo）』の 3.「相対主義と理
性主義（Relativismo y Racionalismo）」の吟味の折りに詳述する予定である。一
応，ここでは，そのページ数だけ示しておく（Colección 16. El tema de nuestro 
tiempo, Relativismo y Racionalismo, pp. 7ff.） 
　（30）　 Colección 17, pp. 64-66.
　（31）　 Colección 17, pp. 66-69.
　（32）　 Véase el diálogo, Teetetos p. 68.
　（33）　 Colección 17, pp. 69-72.
　（34）　 Colección 17, pp. 72-73. 尚，パリー（William E. Parry, 1790-1855）は，海軍少将
で北極の探検家である。Sara Moss, The frozenship N. Y., Blue Gridge, 2000. 等で
採り上げられている。






　（ 1 ）　 前掲『覚え書き（1）』177 ページ。
　（ 2 ）　 前掲『覚え書き（1）』169, 174 ページ。
　（ 3 ）　 この箇所並びに，この後に続く（　）内の番号は，想念の項目番号を示す。
　（ 4 ）　 これは，細部に気をとられて全体を見ないという戒めを意味する日本の諺「木









　（ 5 ）　 「読者よ ...」で博識を単なる事実の蓄積といた立場にたち，"La filosofía es 
idealmente lo contrario de la noticia, de la erudición." と主張するオルテガの見解を
ここでも提示しているものとみてとれる。 Colección 17, p. 18.
　（ 6 ）　 Colección 17, 12-14. 前掲『覚え書き（1）』173, 184 ページ。




ノザ思想の原画分析』，第 2 章，6 章，7 章。
　（ 8 ）　 Colección 17, pp. 20-23. 本稿，注Ⅲ（2）. 
　（ 9 ）　 Colección 17, p21  前掲『覚え書き（1）』174-175 ページ。
　（10）　 ここで，人間を感覚型人間・思索型人間，受動的立場で見る人間・能動立場で
見る人間，といった見解が展開され，一見して，スピノザでいう第一種認識様






がキーポイントとなる。Colección 17, pp. 24-26.
　（12）　 我々の個人的生の為に，それらの諸価値の中における適切な地位を獲得してや
らなければならない。 Colección 17, 24-26.
　（13）　 Colección 17, 30-32.





調している。前掲『覚え書き（1）』175-176 ページ。Colección 17, 26-30.
　（15）　 この視点を解すことで，第 5 想念での，カノバス（Antonio Canovas del Castillo 
1828-97）が活躍した第二次王制復古期についてのオルテガの嘆きの本意が明ら
かになる。「読者よ ...」でいう生の単純化，硬直化が蔓延した時期への嘆きであ
る（Colección 17, pp.14-18. O.C.Ⅱ. El Espectador, 1. 2.『覚え書き（1）』173 ページ）。
